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１章．聖 書

家の教会や礼拝に出てみると、みなが聖書を手にして、｢聖書に……と書いて
あります。｣とか、｢聖書は…と言っています｣などと言っているのを聞くと思
います。教会は、聖書を特別権威あるものとして取り扱っています。そこで、
まず聖書とは一体どんな本なのかを考えてみましょう。

1．聖書について偉人達が語ったことば

ジョージ・ワシントン 「聖書と神なしでは世界を正しく治めることができない」
アブラハム・リンカーン
(16 代アメリカ大統領)

「私は、聖書を、これまでに神が与えた最上の賜物と信じる。世
の救い主から発する一切の良きものは、この書を通してわれわれ
に伝えられる」

デンソン(詩人) 「聖書を読むということはそれ自体が教育である」
ナポレオン 「聖書はただの書物ではない。それに反対するすべてのものを征

服する力を持つ生き物である」
アイザック・ニュートン 「いかなる世俗の歴史におけるよりも、聖書の中には確かな真理

が存する」

2．聖書の成り立ち
聖書は約 40 人の聖書記者によって記されました。その人々はみな異なった背景を持
っていました。環境も条件も異なった人々でした。しかもその書かれた年代は、最初
の創世記から黙示録まで約 1600年の隔たりがあるのです。聖書記者達は住んでいる
場所も異なり、職業も違いました。預言者、祭司、医者、学者、漁師、農夫、王、な
ど、様々な職業に従事していました。それぞれ生きた年代も違います。それにもかか
わらず、彼らの書いたものは全体として調和、統一されていて、中心にあるテーマは
「イエス・キリストによる救い」なのです。

課題
聖書の目次を開いて、聖書記者達の名前を書きましょう。
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3．聖書の構成と概要 
聖書の構成 
    ・ＯＴ……39巻┐           
                   ├ 66巻      
    ・ＮＴ……27巻┘ 
1)旧約聖書：Old Testament 
①モーセの五書：創世記から申命記    （5） 
②歴史書：ヨシュアからエステル      （12） 
③詩書：ヨブから雅歌                （5） 
        ┌大預言書:ｲｻﾞﾔからﾀﾞﾆｴﾙ    （5） 
④預言書┤ 
        └小預言書:ﾎｾｱからﾏﾗｷ       （12） 

 (内容ではなく､長さの上での区分である｡) 
 
                                     39 巻 
 
2)新約聖書：New Testament 

┌共観福音書：ﾏﾀｲからﾙｶ       （3） 
①福音書┤ 
        └第４福音書：ヨハネ           （1） 
②歴史書：使徒の働き                   （1） 
      ┌ パウロ書簡：ﾛｰﾏからﾋﾟﾚﾓﾝ    （13） 
③手紙┤ ├ 獄中書簡（ガラからコロ） 
      │ └  牧会書簡（Ⅰﾃﾓ､Ⅱﾃﾓ､ﾃﾄ） 
      └ 一般書簡：ヘブルからユダ      （8） 
④預言書：黙示録                     （1） 
 
                                     27 巻 
 

3)ＮＴの各書とその内容 
①マタイの福音書 
著者は取税人マタイであり、対象はユダヤ人である。そのためＯＴの引用が多く、
「成就」ということばが多く用いられている。 
イエス・キリストをメシヤ（救い主、王）として描いている。「天国」が 55 回、
「御国」が 32回使われている。 

②マルコの福音書 
対象はローマ人であるため、当然ＯＴの背景がない人々ゆえ、その引用は少ない。
奴隷制度の上に築き上げられていた国のローマ人にとって、しもべイエス、理想
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的な労働者イエスは、理解しやすかったであろう。 
③ルカの福音書 
著者は医者のルカであり、科学者の目をもって、イエスの人間性を綿密に描写し
ている。 

④ヨハネの福音書 
愛の使徒ヨハネが、イエスにおいて現された神性を強調している。他の３つの福
音書とは観点が違うので、第４福音書とも呼ばれる。 

⑤使徒の働き 
ルカが、主の昇天から初代教会の活動について記した。イエスが行い始められた
わざが、弟子たちを通して聖霊の働きによってなされたことを著わした。 

⑥ローマ人への手紙 
信仰義認の方法と結果について、パウロが著わした。 

⑦エペソ人への手紙 
神によって建てられた教会と、教会員としての歩みの原則を教えている。 

⑧テサロニケ人への手紙 
キリストの約束、信仰の希望であるキリストの再臨について書かれている。 

⑨テモテへの手紙 
エペソの教会の若い牧師に宛て書いた、教会と牧会の教えの手紙。 

⑩ヨハネの黙示録 
これから起こることの預言と、キリストの勝利と啓示の完成を告げている。 

 

 

４．確認しよう 
 １  著者   天地万物の創造主 
 ２  記者   約 40人の人々(霊感によって書いた) 
 ３  時代   成文化は 旧約聖書が紀元前約 1,500年から、新約聖書は紀元１00年

まで。 
        (ヨハネの黙示録は紀元 95年） 
 ４  対象   地上のすべての人々 
 ５  目的 （１）イエスを救い主と信じるため 

（Ⅰテモテ 2：4） 
(２)信じる者に永遠の命を与えるため 

（ヨハネ 20：31) 
 ６  中心点  イエス・キリストによる救い 
 
「あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思うので、聖書をしらべてい
ます。その聖書が、わたし（イエス・キリスト）について証言しているのです。」 

（ヨハネ５：39） 
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課題：正しいものを選んでください 
① 聖書は約(５人／４０人／１００人)の聖書記者達によって書かれた。 
 
② 聖書の書かれた年代は、最初の創世記から最後の黙示録まで、約 

(１００年／１０００年／１６００年)かかっている 
 
③ 聖書記者達は何回編集会議を開いたでしょうか？ 
     (５０回／０回／３回) 
 
④聖書記者達に書くべきメッセージを与えたのは誰でしたか？  

(神／天使／人間) 
 
⑤時代も職業も違う聖書記者達が書いたテーマは一致していた。聖書の中心テーマ
は何でしょうか？ 
(                                ) 
 
 
 
５．聖書は生きておられる神のことば 
永遠のベストセラーといわれる聖書は、年間平均２億５４００万冊売れるそうです。
それほど多くの人々に読まれているのです。 
 
1)聖書は生きておられる神の言葉です。Ⅱペテロ 1:21 には聖書についてこう語られ
ています。 
 
 「聖書の預言はみな、人の私的解釈を施してはならない、ということです。なぜな
ら、預言は決して人間の意志によってもたらされたのではなく、聖霊に動かされた人
たちが、神からのことばを語ったのだからです。」 
                       （Ⅱペテロ 1:20-21） 
 
課題: 
聖書を自分勝手に解釈してはならないと命じられていますが、なぜでしょうか？ 
 
 
 
 
2)聖書は霊感によってかかれました。 
「聖書はすべて、神の霊感によるもので、教えと戒めと矯正と義の訓練とのため
に有益です。」         （Ⅱテモテ 3:16） 
 
聖書は神の霊感によって書かれたものです。 
霊感とは、神の霊の支配・導きのことです。聖書記者達が神からのことばを受けて、
書きあらわすとき、聖霊の特別な助けが注がれ、間違いなく書き記されたのです。預
言者やイエス様の弟子たちの手によって書かれながら、神によって完全に守られたの
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です。創造主は、聖書を通して私たちを神の人として整えるのです。 
 
 
課題: 
① 聖書はどんな書物ですか？それを示す聖書のことばを２つ上げてください。 
 
 
② 聖書はすべて霊感によって書かれたとはどういう意味ですか？ 
 
 
③ あなたにとって聖書はどんな意味がありますか？ 
 
 
 
６．聖書の影響力 
D.L.ムーディー 
私は信仰を求めて祈った。そしていつの日か信仰が稲妻のように、私を撃ってくれる
ものと考えていた。しかし、その類の信仰は与えられなかった。ある日私はローマ人
への手紙１０章を読んだ(そのように信仰は聞くことから始まり、聞くことはキリス
トについてのみことばによるのです)。以前聖書を開けずに信仰を求めて祈っていた
私は、聖書を開き始めた。それ以来信仰は成長した。 
 
ジョージ・ミュラー： 
私たちの霊的生活の力強さは、生活と思考の中で聖書がどれほどの割合を占めている
かによって決まる。私は聖書を１００回読み通したが、そのたびごとに喜びを増した。
読むたびに聖書は新しい本のように思われた。継続的に熱心に学ぶところから来る教
訓は偉大なものであった。神のみことばを読むために十分な時間がとれなかった日は、
意味なく過ごした日としか思えなかった。 
 

 

７．権威ある神のことば 
聖書が権威ある神のことばとして、預言と成就をあげることが出来ます。次のみこと
ばは聖書の権威を教えています。 
 
ヨハネ黙示録 22:18-19を書いてください。 
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宿題： 
１．メシヤ預言：聖書を開いて預言の内容が一致しているか確認してください。 
 
O･T(預言者)   N･T(成就)       その内容 
①ﾏﾗｷ 3:1     ﾏﾀｲ 3:1-3     先駆者が道を備える 
②ﾐｶ 5:2      ﾏﾀ 2:1       ﾍﾞﾂﾚﾍﾑでの誕生 
  ｲｻﾞﾔ 11:1    ﾏﾀｲ 1:1,6,16  ダビデの家系から 
  ｲｻﾞﾔ 7:14    ﾏﾀｲ 1:18-25  処女ﾏﾘﾔから生まれた 
③ｲｻﾞﾔ 9:1-2,6 ﾏﾀｲ 4:12-16  ｶﾞﾘﾗﾔでのｷﾘｽﾄの公現 
④ｲｻﾞﾔ 42:2-3  ﾏﾀｲ 12:17-21  ｷﾘｽﾄの柔和と細心､さばき 
⑤ｲｻﾞﾔ 53:4-6  ﾏﾀｲ 8:16-17  奇跡と癒し､罪の代価を払われる 
              Ⅱｺﾘ 5:21 
⑥ｾﾞｶﾘﾔ 9:9   ﾏﾀｲ 21:4-5   王なる方､ﾛﾊﾞに乗りｴﾙｻﾚﾑ入城 
⑦ｾﾞｶﾘﾔ 11:12 ﾏﾀｲ 26:15    裏切り､銀貨 30枚で売られる 
⑧詩篇 22:16   ﾖﾊﾈ 19:23-24 十字架の死と人の関心事 
  詩篇 34:20   ﾖﾊﾈ 19:33,36 完全ないけにえ､骨が守られる 
  詩篇 69:21   ﾏﾀｲ 27:34    苦痛を柔らげず､最後まで受けられた 
⑨詩 16:9-10   ﾙｶ 24:1-8     死に対する勝利としての復活 
              使 2:31-32    神はｲｴｽをよみがえらせた 
             Ⅰｺﾘ 15:4-8  福音の真髄としての復活 
 

２．聖書の力：ヘブル 4:12 に「神のことばは生きていて、力があり」とあります。
次の個所は、聖書が何であり、何をなすものであるか、を教えています。 
 
聖書個所      何であるか        何をなすものか 

 ①ﾖﾊﾈ 17:17     真理               聖め別かつ 
   ﾖﾊ 8:31-32    真理        自由にする 
 ②Ⅰ・ﾍﾟﾃ 1:23  不変､不朽のもの     新生させる 
 ③ﾍﾌﾞ 5:12-13   神のことば       教える、義の教えをなす 
   Ⅰﾍﾟﾃ 2:2     純粋な食物         成長、救いを得させる 
④ﾍﾌﾞ 4:12      神のことば      力を与え判別、識別する 
 ⑤ﾋﾟﾘ 2:16     いのちのことば   世の光として輝く 
 ⑥Ⅰ・ﾖﾊ 2:5    神の愛            愛に留まらせる 
 ⑦ﾖﾊ 12:48      イエスのことば     不信仰をさばく 
 ⑧ｴﾍﾟ 6:17      神のことば      救い、御霊の与える剣 
 ⑨ﾛｰﾏ 10:17     ｷﾘｽﾄについての証言 信仰への導き 
 ⑩ﾖﾊ 15:3      ｲｴｽが話したことば きよめる 
 

人はことばで考え、考えられることだけを行うものです。ことばには力が在るもので
す。ましてや、神のことばは全ての物の存在の源です。 

「神のことばは生きていて、力がある！」 
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暗唱聖句 

Ⅱテモテ３：１６ 
聖書はすべて、神の霊感によるもので、教えと戒めと矯正と義の訓練とのために有益
です。 
 
Ⅱペテロ１：２１ 
預言は決して人間の意志によってもたらされたのではなく、聖霊に動かされた人たち
が、神からのことばを語ったのだからです。 
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２章．神 
 

世界には神が唯一であると信じる宗教は 3つあります。ユダヤ教、イスラム教、
そしてキリスト教です。いずれも旧約聖書を由来としている。日本の国はどう
だろうか？唯一の神信仰ではなく、八百万の神といわれる多神教の国である。
人、自然を含め見えるもの、みえないものを拝んでいる人々が圧倒的に多い。
あるいは信じる対象というより、信じる心が大切だと、「いわしの頭の信心から」
と思っている人々も多い。聖書の冒頭、創世記 1:1 には「初めに神が天と地を
創造した。」とあります。つまり、神はすべての創造者であって、天と地とその
中にある全てのものは被造物であると告げている。人間が考えて作りだした神
ではなく、聖書を通して神がどのようなお方であるのか私たちは聞かなければ、
正しく神を知ることができません。聖書から見ていきましょう。 

 
１．神様は唯一である 
キリスト教はユニークな神観をもっています。一神教であり、聖書は初めから終わり
まで、多神教に対しては反対の立場をとっている。 
 

出エ 20:3…わたしのほかに、ほかの神々があってはならない。 
 

申命記 6:4…主はただひとりである。 
 

Ⅰコリ 8:4…唯一の神･･･。 
 

又、聖書は唯一性を強調していると同時に、同じ明白さと同じ強さをもって、この
唯一の神が同時に父であり、子であり、聖霊であると告げている。 
 

 

２．三位一体の神 
「三位一体」ということばは、聖書の中には直接は出てこない。教会教父テルトゥリ
アヌスが用いたことばである。この表現は、その精神からも思想からも聖書的である。 
三位一体とは神の本質のうちに父、子、聖霊として、それぞれ知られている永遠の
区別がある、ということである。 
 

  創世記 1:26･･･われわれに･･･われわれの（複数形） 
 

   マタイ 3:16-17･･･イエス、神の御霊、天からの声 
 

  ヨハネ 14:16-17･･･わたしは父に･･･もうひとりの助け主を 
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＜例＞ 
 水（Ｈ2Ｏ）は、本質は同一でありながら、三態をとる。 
        氷         水       蒸気 
       ‖      ‖     ‖ 
       固体          液体        気体 

 
３．神は創造者である「創世記 1:１」 
創造主はすべての物を造られました。いのちをも与えられました。造られた全ての物
をご覧になられたとき、非常に良かったといわれました。ご自身の作品に愛を持って
おられます。 
① 創世記１:1を正確に書いてください 
 
 
② 神は無から何を創造されましたか？(1章) 
 
 
③ 神は材料を使って有から有の創造物は何でしたか？(１章、2章) 
 
 
④ 神は人間を「神のかたち」に創造されました。神と人間の関係は他の動物と同じ
でしょうか。どんな点が大きく違っているのでしょうか？(創世記 2:26,27) 

 
 
 
４．神様の性質とは？ 
４－１神の本質は？ 
神の本質は、「霊」である。神は霊的な存在である。 
 ヨハネ 4:24…神は霊です。（冠詞がない） 
   ａ，物質ではなく、形がない。ルカ 24:39   ｂ，目に見えない。申命記 4:15-19 
    ｃ，永遠に生きておられる。ヨシュ 3:10   ｄ，人格である。 
  

「神は、その本質において、 

偏在、永遠かつ不変なる霊である。」 

                                       ウエストミンスター信仰告白 
 

     ①偏在性  詩篇 139:7-12 
     ②永遠性  創世記 21:33 
     ③不変性  マラキ 3:6 
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４‐２.神はどんな方か？ 

①全知   詩篇 139:1-10 

②全能   創世記 17:1 

③聖さ   レビ 11:44-45 

④義     Ⅱ歴 12:6 

⑤愛     Ⅰヨハ 4:8 

⑥真実   申命記 32:4 

 

課題１： 

空欄を埋めてください。 

 

a.「初めに、神が(                     )」 創世記 1:1 

 

b.「神は(                  )、神を礼拝する者は、霊とまこ

とによって礼拝しなければなりません。」    ヨハネ 4:24 

 

c．「わたしのほかに(                 )あってはならない。」  

 出エジプト 20:3 

 

 ｄ．「主は真実の神で、偽りがなく、(                    )」 

申命記 32:4 

 

５．神様は愛のお方である 
「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を
信じるものがひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。」 
                              ヨハネ 3:16 
 

ここに神の愛が私たちに伝えられています。「お与えになった」という言葉は、「死

に渡した」ことを意味しています。｢世｣とあるのは私たちのことです。 

 

 

課題２：空欄に自分の名前を書き込んでください。 
 

神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに（           ）を愛

された。それは御子を信じる(             )が、滅びることなく、永

遠のいのちを持つためである。 
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６.キリストは神である（キリストは旧約聖書の「主」と同一である) 
 

    聖書個所          Ｏ・Ｔ              Ｎ・Ｔ 
       羊飼い          詩篇 23篇         ヨハ 10:11 
      私はある        出エ 3:14          ﾖﾊ 8:24(注),28,58 
       救い主         イザヤ 43:11       テトス 2:13 
         主          イザヤ 40:3        マタイ 3:3 
    永遠の創造者     詩篇 102:24-27     ﾍﾌﾞﾙ 1:10-12 

 

詩篇 23篇を読みましょう！今日この詩篇からどんなことを受け取りましたか？ 

 課題１：空欄を埋めてください。 

主は（       ）の羊飼い。  私は、（             ）。 

主は（     ）を緑の牧場に伏させ、いこいの水のほとりに伴われます。 

主は私のたましいを（         ）、 

（          ）、私を義の道に導かれます。 

たとい、（        ）を歩くことがあっても、私はわざわいを恐れません。 

（       ）私とともにおられますから。 

あなたの（      ）とあなたの杖、それが私の慰めです。 

私の敵の前で、あなたは私のために食事をととのえ、 

（        ）油をそそいでくださいます。私の杯は、あふれています。 

まことに、（       ）、いつくしみと恵みとが、私を追って来るでしょう。 

私は、（      ）、主の家に住まいましょう。 

 

課題 2： 
BC1500 年のモーセが神様の名前を聞いたとき「わたしはある」と答えられました。
イエスはその名をご自分に使いました。これはイエス様がどんな方であるかを示して
いるのでしょうか？出エジプト３:14 とヨハネ 8:24,58 を使って説明してください。 
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7．神は私たちの人生の導き手である 
「わたしはあなた方のために立てている計画をよく知っているからだ。主の御告げ。 
 それはわざわいではなく、平安を与える計画であり、あなたがたに将来と希望を 
 与えるためのものだ。」              エレミヤ28:11 
 

 

「心を尽くして主により頼め。自分の悟りにたよるな。 
あなたの行くところどこにおいても、主を認めよ。 
そうすれば、主はあなたの道をまっすぐにされる。 
自分を知恵のある者と思うな。 
主を恐れて、悪を離れよ。」 

                            箴言 3:5-7 
 

 

あなたが右に行くにも左に行くにも、あなたの耳はうしろから
「これが道だ。これに歩め」ということばを聞く。 

        イザヤ 30:21 
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宿題： 「聖霊なる神」について 
１.呼び名 
御霊、キリストの霊、聖き御霊、真理の御霊、恵みの御霊、慰め主、もうひとりの助
け主 etc, 
 
２.聖霊について何と言っているか？ 
① ヨハ 3:6 
 
②Ⅰコリ 3:16 
 
③エペ 4:30 
 
④エペ 3:16 
 
⑤ロマ 8:26 
 
⑥ヨハ 16:13 
 
 
３.聖霊の人格:みことばを書いてください 
① 知性･･･ヨハ 14:26 

 
 
 
② 感情･･･エペ 4:30 

 
 
 
③ 意志･･･・Ⅰコリ 12:11 

 
 
 
 
聖霊は三位一体の第三位格です。聖霊は、あるぼんやりした空気のような存在でも、
非人格的な力と言ったようなものでもありません。あらゆる点において父、子に等し
い人格で、神性な属性の全てをお持ちです。 
聖霊は無限の知性、感情、意志を持っておられます。 



3 章．人間 

 15 

３．人 間 
 

聖書は人間についてどのように教えているかを学んでいきましょう！ 
 
１．堕落前の人間の姿 
①神のかたちに造られた（創世記 1:26-27、創世記 2:7） 
24-25v･･･他の動物は種類にしたがって、とあるが、人間の創造は神の直接的御業で
す。神のかたちとは、肉体的類似ではなく、霊的、道徳的類似を意味しています。神
の権威を代行するものとして、すべてに被造物の権威が与えられて、人間は何の欠点
もないからだと魂、霊、完全な神のかたちをもつものとして神は人間を創造されまし
た。 
 
② 堕落前の人間の姿 
 ａ，生きる目的 
     Ⅰコリ 10:31･･･神の栄光を現す。 
     詩篇 73:25-28･･･神の近くにいる。 
 

人のおもな目的は、神の栄光を現し、永遠に神を喜ぶことである。 
               （ｳｴｽﾄ･ﾐﾝｽﾀｰ教理問答より） 

 
  ｂ，神の目からみた人間 
      創世記 1:31･･･非常に良かった。 
 
堕落以前、人間はあらゆる点で神と調和を保ち、神を愛し、神のみこころを行おうと
していた。又、神のみこころを行う能力を持っていた。 
彼らはエデンの園で、神との深い交わりのうちに、自由で幸福な日々を送っていたの
である。人間は罪をもたなかった。しかし、神の定められた完全さには到達せず、神
と共なる生活によって完全に近づき、伸びる可能性をもっていた。最初の人間が、神
のみむねを心から受けつつ、完全な円熟さに至るまで、絶えず成長していくことが神
のご計画であった。 
 
課題：空欄を埋めてください 
１）「神はこのように、人を（            ）に、創造された。神のか
たちに彼を創造し、（          ）とに彼らを創造された。」 創世記 1:27 
 
２）人の生きる目的は何ですか？ 
（                                   ） 
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３）神が人間を創造された後、人間を見てどのような感想を述べましたか？創世記
1:31 
（                                   ） 
 
創世記１，2 章は人間の堕落前の姿を見ることができます。しかし、今や人間はす
っかり変わってしまいました。創世記 3章がその理由です。 
 
２．堕落 
①蛇･サタンの誘惑 
創世記 2:15-17を読みましょう。 
 
課題： 
１）どんなことが赦されていますか？ 
 
 
２）何が禁じられましたか？ 
 
 
３）破ったとき、どんなことが起るといわれましたか？ 
 
 
 
創世記 3章には、エバが蛇の誘惑に負けて堕落した様子があります。神のことばをい
い加減に聞いていた人間は、まんまと引っかかり、神のことばよりも自分の欲、フィ
ーリングを優先してしまった。人間は堕落した。神のことばに従うことが、神のかた
ちに造られた人間にとってはいのちであったが、今やいのちの源から離れてしまいま
した。 
 
 
３．堕落後の人間のすがた 
1)堕落後に起った変化 
① 罪を隠す性質(7v)  
② 霊的な死がやってきた「主の御顔を避け、身を隠した。」( 8v) 
③責任転嫁、正直さが失われた「あなたが私のそばに置かれたこの女が」(12v) 
④「蛇に」「女に」「アダムに」(14-19v)呪い 
⑤「遂に、あなたは土に帰る。」(19v) 
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2)堕落後の生きる目的 
神中心から人間中心との生き方の変化は、生きる方向性を失い、正当な評価の基準を
見失い、人生の目的がわからなくなりました。そこにあるのは、敵意と支配と、搾取
と苦難と、そして死です。 
 
 
3)神の目から見た堕落後の人間 
  ローマ 3:23･･･神からの栄誉を受けられず、 
 
    ローマ 3:10-18 
 
 
課題１:正しいと思うものには○、間違っていると思うものには×をつけてくだ
さい。 
 
（  ）堕落前と堕落後では人間の神に対する姿勢がすっかり変わってしまった。 
 
（  ）エバが犯した罪は、神の言葉よりも自分の思い、欲を優先したものである。 
 
（  ）アダム、エバが犯した罪は全人類に影響を与えた。 
 
（  ）神に従う生き方は不自由である。制限がない自由こそ素晴らしい。 
 
（  ）自分の中にも神よりも自分の考え方、やり方を優先したい思いがいつもある。 
 
（  ）アダム、エバに神様は必要なことを語っていなかったので、蛇の誘惑に負け
たのである。 
 
（  ）罪を犯してしまって、神から離れた人間を神は同じように愛している。 
 
（  ）人間はもう自分の力では神に戻れなくなってしまった。 
 
（  ）堕落前、生きる目的が神であったが、堕落後は的をはずし、分からなくなっ
た。 
 
 
課題２: 
１）堕落前と堕落後、人間の生きる目的はどのように変化したでしょうか？ 
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２）人間が神の作品であることが知って、あなたはどう思いますか？ 
 
 
３）人間の現在の悲惨さは何が原因でしょうか？ 
 
 
４）「すべての人が罪を犯した」の、聖書のことばの中にあなたも入っていますか？ 
 
 

４．罪とは何か 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

罪と犯罪の関係(罪の氷山) 

犯罪 

不道徳 

罪 の 根 ( 原

罪) 

基準は法律 

基準は道徳観 

基準は聖書 

可視 

不可視 

人間は神の制限を払いのけてしまっている。 
人間はよく自分を神にするが、神に聞こうとはしない。 
人間はおそろしいうそを信じて、人生に何の制限も加えられないことが最善である
と考えている「神の被造物」である。 
罪とは、本質的に神に対する人間の反逆である。 
神の目に失われた、迷子のような状態。 
的を外して目的を失っている 
神を神としない  ヨハネ 8:24 
なすべき正しいことを知っていながら、行わないこと ヤコブ 4:17 
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5.神の解決 
人間はもはや自分の力では、神に立ち返る事はできなくなってしいました。危機的な
状況になりました。神は人間を見捨てず、人間に救いの手を差し伸べられました。そ
れが罪のないイエス･キリストの身代わりの死を持って人間を救うという計画です。 
神が人を救う方法は、人間に義の行いや代償を求めることによってではなく、身代り
を用意することによって、信仰によって与えてくださるのです。 
 
「罪からくる報酬は死です。しかし、神の下さる賜物は、私たちの主キリスト・
イエスにある永遠のいのちです。」 

            (ローマ 6:23) 
 
私たちを虚しさや悲しみへ陥れるものが自分自身の罪であることを認め、その解決の
ために神の御子イエスさまが代わって罰を受けて下さったことを感謝し、受け入れま
しょう。 
 
 
暗唱聖句： 
「罪から来る報酬は死です。しかし、神の下さる賜物は、私たちの主キリスト・
イエスにある永遠のいのちです。」 

         (ローマ 6:23) 
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宿題： 
１．聖書はどんな書物ですか？ 
 
 
２．聖書が神のことばであることを示す聖書の箇所を２つ上げてください 
 
 
 
 
 
 
３．あなたにとって聖書はどんな意味がありますか？ 
 
 
 
４．神様はどのようなお方ですか？ 
 
 
 
５．あなたは、そのような神が存在すると信じていますか 
 
 
 
６．聖書は神は唯一だと教えています。出エジプト記 20:3-5 を読んでください。 
ここで神様は何を禁じていますか？ 

 
 
 
 
７．イザヤ 44:9-17を開いて読んでください。 
仏壇や神棚、また葬儀に際しての焼香の問題は、日本文化の中に溶け込んでいます。 
私たちはどのように考えるべきでしょうか。 
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４．イエス・キリスト（救い主） 
 

１．聖書が語る私たちの状態はどんなものでしたか？ 
 

     聖書個所          罪  人  の  姿 

 ロマ３:10-12   ①迷い出ている。＝目的の喪失 

               ②無益な者となっている 

               ③善を行うことがない 

 ロマ 3:23      ④神からの栄誉を受けることが出来ない   

ヘブル 9:27    ⑤裁きを受ける 

 
空欄を完成してください。 
 
すべての人は（                 ）、神からの栄誉を
（              ） た だ 、 神 の 恵 み に よ り 、
（                    ）のゆえに、価なしに、義と認められ
るのです。 

ローマ3:23,24 
 
 
２．私の罪の身代わりとして 
イザヤ 53:1-6 を読みましょう 
 
質問: 
１）これは誰のことを預言しているのでしょうか 
 
２）この方は私たちの何のために、苦しまれ砕かれるのでしょうか 
 
３）この方の身代わりの死によって、私たちに何がもたらされますか 
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３．預言された救い主はキリストである 
罪人の救いのための神の計画 
  救い主到来にいたる四つの段階   
 
①蛇の頭を踏み砕く方･･･(創世記 3:15) 
 原福音と呼ばれている。 
「かかとに噛みつく」と「頭を踏み砕く」 
では、どちらのダメージが大きいか。 
キリストがサタンに致命的に勝利される 
こと。全人類に救い主が与えられること 
の預言であり、この救いの御業が歴史の 
中で展開されていく 
 
②アブラハムの選び･･･創世記 12:1-3 
  (BC2000) 
イスラエル民族が神に選ばれて、救いを受け継いでいくために神に訓練されてい
く。その父祖としてアブラハムが選ばれた。 
 
アブラハム⇒イサク⇒ヤコブ１２部族 
                          (ｲｽﾗｴﾙ) 
 
③ユダ族･･･創世記 49:10 
アブラハムの子孫、ヤコブ（別名イスラエル）の祝福の中で、１２部族の中にユダ
族から救い主が生まれると明らかにされる。このため主イエスは、「ユダ族のしし」
とも呼ばれる。 
 
④ダビデの家より･･･Ⅱサム 7:12-16 
   (BC1000) 
ユダ族の中にも沢山のファミリーが在った。この中のダビデ家より、との預言がな
される。 
 マタイ 1:1～の系図。ヨセフはダビデ家の血筋である。この計画の中で、キリス
トは十字架にかかり、救いに必要な一切のことを完成して下さった。 
 ヨハ 19:30「完了した。」。私たちはこの完成された救いを、信仰をもって受け取る
のである。 
 

この方以外には、 
だれによっても救いはありません。 
世界中でこの御名のほかには、 
私たちが救われるべき名として、 

どのような名も、 
人間には与えられてはいないからです。 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

キリスト 
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４．十字架の身代わりはなぜ必要か 
 

１）人の現実：イザ 59:1-2 
人と神との断絶、越えることのできない 
仕切りがある。罪、咎がある。 
 

２）神のご性質 
・聖：イザ 6:3 
        罪を絶対的に嫌われる。 
  ・義：申 32:4 
        罪をいい加減に扱わない。 
  ・愛：Ⅰヨハ 4:8 
 しかし、その罪人を赦したい。 
 

３）ここに神のジレンマがあった。 
 ピリ 2:6-11･･･人として･･･十字架の死にまで 

  神が人と成ることによって、十字架で血を流し、    
  命を捨てることによって。 
 
 
４）そのジレンマは解決された。 
    ・聖なる神は、人間が聖められたことで、満足された。 
    ・義なる神は、人間の罪が罰せられたことで、よしとされた。 
・ 愛なる神は、人間が罪赦され救われたことでおおいに満足された。 
・ 神が解決して下さった。 

    ロマ 6:23･･･罪の報酬は死、神の賜物（プレゼント）はキリストにある永遠
のいのち。 

 
５．私の罪は赦された 
イエス･キリストは罪人たちの罪と咎を一身に負われ、十字架の上で死んでください
ました。人が犯した罪の代価を払ってくださり、罪と死の刑罰から解放される道を開
いてくださったのです。それが主イエスの十字架でした。十字架の上でイエス･キリ
ストは、私たちの罪の刑罰をご自身の身に背負って、血潮のしたたる中で父なる神に
祈られました。 
 
その時、イエスは、こう言われた。『父よ。彼らをお赦しください。 

彼らは、何をしているのか、自分でわからないのです。』 
                               ルカ 23:34 
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それは私のための、あなたのための赦しの祈りでもありました。「彼ら」 というと
ころにあなたの名前を入れてください。この主イエスの祈りは、あなたをとりなす、
あなたを赦す祈りでもあるからです。これは私が払わなければならない罪の代価を主
イエス･キリストがすべて完済してくださったことを意味します。 
 
 
課題：イエス・キリストの十字架は、私にとってどんな意味があるのでしょうか。
聖書のみ言葉から確認しましょう。空欄の中に当てはまることばを下から選んでく
ださい。 
 
キリストは（     ）を犯したことがなく、その口に何の（       ）
も見いだされませんでした。ののしられても、ののしり返さず、苦しめられても、
おどすことをせず、正しくさばかれる方にお任せになりました。そして自分から
(          )の上で、(        ) をその身に負われました。そ
れは、私たちが(       )を離れ、(        )のために生きるためで
す。キリストの打ち傷のゆえに、あなたたがたは、(       )のです。 
                             Ⅰペテロ 2:22-24 

［十字架･ 義・いやされた・ 私たちの罪 ・ 偽り ･ 罪］ 
 
 
６．告白･･･神様に自分の意思を表明すること 
告白とは自分の罪を認めて、神様に自分の意思を表明することです。 
みことばに触れて、自分を見つめるとき、私たちは、今まで見えなかった自分の本
当の姿が見えてきます。…キリストの下に来るまでの自分の生涯は、なんと罪に覆
われていたことでしょうか。 
私たちは自分で生きている、自分で存在している、と思っていましたが、実は神に
よって、生かされているもの、存在させられているものです。 
 
神は、わたしたちの救いのために、ただ一人の御子を遣わしてくださいました。罪
のない方が、私たちの罪の身代わりとなられたのです。イエス様の犠牲によって、
罪の裁きは私たちから取りさられました。 
 
イエスは言われました。「医者を必要徒とするのは丈夫なものではなく、病人です。
『…わたしは正しい人を招くためではなく、罪人を招くために来たのです。』」    
マタイ 9:12-13 
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７．悔い改め…心の方向転換をする 
「悔い改め」とは、「心の方向転換をする」という意味です。自己にばかり向いてい
た心の向きを、神に向かせることです。すなわち、罪の方から、神の方へ。自分で何
かしようという思いから、神の救いに心を変える。根本的な心の方向転換をする生き
方のことです。 
神は、私たちが素直に自分の罪を認める勇気をもって、神のお心を痛める生き方をし
てきたことを認め、キリストの十字架の犠牲によって開かれた救いを受けることを、
望んでおられます。 
 
告白に関する聖書のことばを書いてください 
１）Ⅰヨハネ 1:9 
 
 
 
 
２）ローマ 10:10 
 
 
 
 
 

告白の祈り 

 

イエス様、私はあなたの前に自分の罪を認めます。 

あなたの赦しが必要です。 

あなたが私の赦しのために十字架で死んでくださったことを感謝します。 

今、あなたを私の、心と人生の中にお迎えします。 

あなたを主として、救い主として、従っていきたいです。 

イエス様の御名によってお祈りします。 

 

アーメン 

   
 
 
心にイエス様を信じ、この告白の祈りを通してあなたは救われました。 
あなたは、神の子として、神に受け入れられたのです。 
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宿題： 
１．悔い改めとは何ですか？あなたのことばで書いてください 
 
 
 
 
２．ローマ 10:10の約束のみことばを心に留め、書いてください 
 
 
 
 
 
 

３．あてはまる方を選んでください。 

(ア) あなたはご自分で「イエス様を信じます」と告白して救われていますか。 

        (   はい・  いいえ   ) 

 

(イ) 「救いの確信」ということについて整理してみましょう。適当なことばを選

んで空欄の中に書き入れてください。 

 

「救いの確信」は自分の(        )の上や、自分の(           )

に置くことではない。救いの確信を保証するものは、決して人間の側の何かではなく、

(             )にある。     

     { 神のみことば ／ 感情 ／ 経験や気分  } 
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確認しましょう！ 

救 い：神の御前における変化の確認をしよう。 

 

                    神に属さない者       神に属する者 

   Ⅰﾖﾊ 3:10     悪魔の子               神の子 

   使徒 26:18    暗闇、ｻﾀﾝの支配       光、神に立ち返る 

   ﾏﾀ 7:13-14    滅びに至る門          狭い門(命に至る) 

   Ⅰﾖﾊ 5:12     命を持たない          命を持つ 

   ﾖﾊ 5:24       さばき、死             永遠のいのち 

 

１）マタイ 9:2 後半のみことばには、私の罪は(           )という宣言

がなされている。これは素晴らしい解放のことばである。 

 

２）ヨハネ 1:12によれば、私は(             )とされた。このことは

やがて神の国が完成したとき、そこに入ることができる、という約束である。 

 

３）ヨハネ 5:24によれば、私は(            )が与えられた。私は死か

ら(              )に移された。 

 

 


